
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ む ぎ 福 祉 会

ホ ー ム ペ ー ジ

のことなら
自動車・火災 
ガン・医療・生命保険 

東京海上日動・東京海上日動あんしん生命保険代理店

だれ一人取り残さない社会の実現を

－２０２6 年度－

[ 職員研修 ]  共感共鳴のコミュニケーション 

事業所実践報告 

委員会・プロジェクトチーム報告 

永年勤続表彰 

今年度のつむぐニュースについて・編集後記 

４・５・６ 

２０２6 

１１０ 

P２ 

P３ 

P6 

P8 

No. 

つ む ぎ 福 祉 会 の ロ ゴ は 綿 を 紡 ぐ さ ま を

イ メ ー ジ す る と 同 時 に 笑 顔 を 表 し て い ま す 。

P4・5 

別 紙 
P７ 

社会福祉法人つむぎ福祉会

TEL.072-771-7277 FAX.072-771-7278 

（株）ティ・エフ・ピー提携代理店 

（株）ティ・エフ・ピー提携

代理店は社会福祉法人

つむぎ福祉会の運動を応

援しています！ 

私にとって今回の法人総会は３回目の参加でした。
毎年、様々な方が前に立ち堂々と報告をされている姿を
見て、いつか自分もその場に立つ日が来るのだろうなと
思っていましたが、こんなにも早く機会が訪れるとは想
像していませんでした。報告をする順番が近づくにつれ
緊張感が高まり、落ち着かない気持ちになっていたこと
を覚えています。しかし、いざ本番になると不思議と落
ち着いて話すことができました。総会終了後、たくさん
の方から「良かったですよ！」とお声がけいただきとて
も嬉しく励みになりました。反省する点もありました
が、これまでとは違った気持ちで法人総会に参加でき、
思い出に残る１日となりました。 
 

そらまめ作業所 青木月望

編 集 後 記

編集・発行 社会福祉法人つむぎ福祉会

編集者 中谷路子  発行者 泉本德秀 

〒546-0031 大阪市東住吉区田辺 6-4-1 

TEL.06-6625-8253 FAX06-6625-8257

お気軽に 

ご相談ください 

保険 

QUO カード１０００円分プレゼント 

当選者発表！ ちいさな家から

２ ０ ２ ６

４・５・６

N o . １ １ ０

おすすめアニメ・マンガ

すきつながり

前号の読者アンケートにご協力頂き、ありがとうご

ざいました。厳正なる抽選の結果、当選された方は

こちらです。 I・H さん O・I さん 

次号より「わかりやすさと読み心地」を

テーマにリニューアルします！ 

つむぎならではの視点で情報を届け、

皆さまと活動をつなぐ架け橋を目指し

ます。新しく生まれ変わる「つむぐ」をど

うぞお楽しみに！ 

[ 新 人 感 想 ]  初 め て の 法 人 総 会

もっと「わかりやすく」

さ ら に 「 読 み や す く 」

今 年 度 の つ む ぐ ニ ュ ー ス は

法 人 職 員 総 会

ポ プ ラ 保 育 園  4 歳 児  き り ん 組 の か け っ こ

202６年４・５・６月号 №１１０ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

202６年４・５・６月号 №1１０ 202６年４・５・６月号 №1１０ 

社 会 福 祉 法 人  つ む ぎ 福 祉 会 

だ れ 一 人 取 り 残 さ な い 社 会 の 実 現 を 

 本年度の総会は、101 名（うち Zoom 2 名）
の参加で開催された。 

理事長からは、世界中で紛争が絶えず、日
本では改憲論議があり、憲法 9 条を守る運
動の必要性とすべての人を取り残さないた
めに、国や行政に対して声を上げることの
必要性が述べられた。 
 新たに 16 名の職員が入職し、活気ある総
会となった。働く環境面での報告では、残業
時間が平均 4 時間 2 分、有休消化率 88.5％
と、各事業所の努力により前進した。  
 委員会からは、Google ワークスペースの
活用と IT リテラシーの提案、地域交流の新
たな段階への発展の報告があった。事業所
報告は、それぞれの特徴を現わしており、若
手職員が積極的に発表し、新鮮味溢れる報
告であった。 
 事業の発展のためには、職員が働きがい
を感じられる職場が前提となることを全員
で確認した。 

初 め て 法 人 総 会 に 参 加 し て み て 

新入社員として法人総会に参加し、初めて聞
く言葉がたくさんありましたが、法人の事や保
育分野以外の事業所について知る良い機会と
なりました。また、人材育成 PT の方からの新
入社員の私たちへメッセージを頂き、2～3 年後
私も前に立っていた先輩方のような人材にな
れるよう日々頑張りたいと思いました。 

千 代 崎 ポ プ ラ 保 育 園 ポ ン チ セ ぴ り か 

河 合  咲 生 川 﨑  凜 

永 年 勤 続 職 員 紹 介 

永 年 勤 続 者 表 彰 式 

P R O G R A M 

つむぎ福祉会理事長 泉本 德秀 

今回の総会に参加し、他事業所の想いや取
り組みについて理解を深めることができま
した。 

懇親会では同じ法人の方々と交流でき、有
意義な時間となりました。 

今回の経験を今後の支援に活かして行き
たいです。 

2 0 2 6 年 度   法 人 職 員 総 会 

・新人職員紹介 

・理事長挨拶 

・職員研修 

・法人総括、次年度方針 

組織体制 

・事業所実践報告会 

・プロジェクトチーム 

委員会報告会 

・永年勤続表彰 

長年にわたる多大な貢献と、揺るぎない献身に感謝の意を表し、 

そ ら ま め 作 業 所 

村 上  健 一 

千 代 崎 ポ プ ラ 保 育 園 

岩 成  紀 代 美 

表 彰 者 の 皆 様 を ご 紹 介 し ま す 。 

Long Service Award 

２  ０  年 

１  ０  年 

千 代 崎 ポ プ ラ 保 育 園 

亀 内  芹 菜 

千 代 崎 ポ プ ラ 保 育 園 

生活支援センターコットン 

矢 口  与 代 

生活支援センターコットン 

兒 玉  結 衣 

西 平  守 利 

一日一日、その積み重ねで 20 年が経っていました。
色々なことがありましたが、思い返すと早いように感
じました。 

つむぎ福祉会にどれだけ貢献できたかわかりませ
んが、少しでも役立てるよう、自分自身成長しながら
これからも頑張っていきたいと思います。 

萌 糸 数  

生 活 介 護 カ カ ラ 

パート勤務から正職員と
なり 10 年間、多くの経験と
成長の機会に恵まれまし
た。理解し支えてくれてい
るまわりの方に感謝の気持
ちを忘れずに、これからも
務めてまいります。 

気づけば入職して 10 年、
こんなに続くとは思ってい
なかったですが、楽しい職
場でみんなの助けがあった
からだと感じています。 

これからもマイペースに
貢献したいと思います。 

10 年間歩み続けられたの
は、先輩・後輩・共に働く皆
さまをはじめ、多くの方々に
支えて頂いたおかげです。人
を大切にする気持ちを忘れ
ず、これからも共に歩んでい
きたいと思います。 

5   年 

第 ２ ぴ り か 作 業 所 

岸 本  幸 司 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 202６年４・５・６月号 №１１０ 

――――― 

つ む ぎ 福 祉 研 究 所 

地 域 交 流 委 員 会 

人材育成 PT からは、「法人理念のもと誇りを
持って自分らしくいきいきと主体的に働く職
員」をビジョンに掲げ、活動内容を報告しまし
た。 

人材育成を、法人事業における支援の質向上
を支える基盤であると捉え、当面は法人の未来
を担う新人職員の育成に重点を置き、今後も着
実に推進してまいります。 

共感共鳴のコミュニケーション 

講師  株式会社みおつくしパートナーズ 水口 由美子氏 

講師のエピソードを聞き、人と人とが関わ
る仕事だからこそ、小さなストレスの蓄積が
引き金になりかねないと思いました。また加
害者にも被害者にもなりえる問題なのだと
実感しました。そしてハラスメントをする側
にも、複雑な感情や環境の問題があることの
背景を知りました。 

適切に対応できるようになるため、また 

職 員 研 修 

第 ２ ぴ り か 作 業 所  青 山  友 香 

ハ ラ ス メ ン ト 問 題 に 前 向 き に 取 り 組 む 姿 勢 を 研 修 

感 想 

よ り 働 き や す い 職 場 を 目 指 し て 

職場で起きない環境を作るためにも自身の
感情を客観視し、他者の感情に対して境界線
を引けるよう自分自身を大切にすること、普
段からハラスメントに対して「言える」風土
を作ること、チームで対応することが大切だ
と実感しました。自身も周りも大切にできる
よう、ハラスメントの問題に前向きに取り組
む姿勢を持ちたいと思います。 

つむぎ福祉会では、各施設から選出されたメンバーによるプロジェクトチーム
（以下 PT）や委員会を組織し、法人全体様々な多角的な取り組みを行っています。 

法人総会で発表された各 PT・委員会の取り組みをご紹介します。 

委員会・PT

活動報告 

第２ぴりか作業所 

岸本 幸司 

自立支援センターゆう 

酒井 美和 

生活介護カカラ 

河原 澪 

人 材 育 成 ビ ジ ョ ン と 今 後 の 展 開 各 事 業 所 O D 実 践 挑 戦 の 年 に 

法人で OD 導入を始めて５年目という節目と
して、令和７年度は研修・相談会を開催し、各
事業所の特色や状況に合わせた OD 実践を推進
する年となりました。今年度では実践を継続し
つつ、より客観的に意味のある取り組みとして
残していくために“研究”をテーマに外部協力を
得ながらの活動を進め、法人内への浸透、外部
発信を図ります。 

 

き ょ う さ れ ん 委 員 会 

生活支援センターコットン 

大迫 友仁 

今年度の地域交流委員会は、従来のイベント
開催（つむぎまつり等）に捉われず、原点に立
ち返り「地域とのつながりの土台づくり」を行
います。「地域の範囲ってどこまで？」や「必要
なつながりってどんなもの？」などを整理しな
がら、つむぎ福祉会と地域を繋ぐための来年度
にむけての『種まき期間』として、準備を進め
てまいります！ 

9 月の大阪大会を追い風に、仕事のやりがい
や利用者さんの願いを「より良い社会」へとつ
なげていきます。実践を語り合い、全国の仲間
と交流する貴重な機会です。法人内の担当者会
議も始動しました。個性をパズルのように合わ
せ、一丸となって盛り上げます。 

メインキャラは当法人利用者さん考案の「た
こやっきー」です。 

地 域 の つ な が り の 土 台 作 り を ！ 

人 材 育 成 P T 

つ な が り を 力 に ! 

202６年４・５・６月号 №１１０ 

 

ハラスメントを防止するために、法人内の共通認識を得る目的で今回の研修を企画した。
福祉の現場では、「立場の弱い人に寄り添う仕事」であるため、自分自身の気持ちを押さえ
てしまう場面が多々ある。また、「ここまでです」と断れない場面を多くの職員が経験して
いると思う。研修では、ハラスメントが発生する構造や家族からのクレームの心理構造を学
び、ハラスメントを客観的にとらえることができた。 

職員が互いに関心を寄せ、声を掛け合うことで、言いやすい職場につながる。職員が安心
して働けることで利用者・こどもたちへのケアの質が安定する。学んだことを一つでも実践
することが安心安全の第 1 歩につながる。 

研 修 で 学 ん だ P o i n t 3 

境界線を引くこと 

「どこまでが自分の責任か」 
「どこからが相手の問題か」 

を明確にすること 

法人として 
組織の方針を 
示すことこと 

「言える文化」が 
最大の防波堤 

気が付いたことを報告できる 
困りごとを話せる 

施 設 の 枠 を 越 え て 、 共 に つ く る 未 来 

2026 年きょうされん大阪全国大会へ 

P o i n t   0１ P o i n t   02 P o i n t  0 3 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０２６年 4・5・6 月号 №110 

実践報告は、つむぎ福祉会の宝となっています。違う分野の報告から、ヒントや刺激を受け、相互理解
が進んでいます。この交流が事業所の支援の質向上につながることを期待しています。 

生活介護カカラは、グループホーム入居と言
う大きな環境の変化により、言葉にならないし
んどさを抱えていたHさんとの関わりについて
発表を行いました。 

言葉よりも先に行動が出てしまうHさんに対
して、職員達はどう支えたらいいのか悩み、も
がいていました。しかし、会議を重ね話し合う
中で H さんの「行動の裏側にある想い」に気づ
きはじめた職員達は少しずつ対応が変わって
いきます。そして、それに応えるように H さん
も徐々に落ち着きはじめ、笑顔を取り戻すこと
ができました。 

このケースを通して「職員がみんなで考える
過程」が、よりよい支援につながっていくこと
を実感しました。私たち職員も、利用者も、お
互いの笑顔を引き出せる職員集団（チーム）で
あり続けたいと思います。 

― 事 業 所 実 践 報 告 ― 

ポ プ ラ 保 育 園 

千 代 崎 ポ プ ラ 保 育 園 

健 全 な 成 長 を 保 障 す る た め に 

生 活 介 護 カ カ ラ 

 保育園で行っている危険予測の研
修について報告をしました。以前から
ヒヤリハット・事故記録を会議などで
情報共有をしていましたが、それでも
完全に防げないこともあり、“他にも
対策があるのでは”と園内研修として
取り入れました。実際の保育場面の写
真を用いたグループワークやチェッ
クリストを活用した研修で保育者そ
れぞれで着目点が違うことが分かっ
たり、共通認識を持つことでより連携
がよくなったと感じています。 
また、保育の現場では子どもの動きを
予想し、自分がどこにいるべきかを判
断することも重要だと再確認できま
した。 

研修から日が経つと意識が薄れて
しまうという課題点はありますがこ
れからも研修で学んだことを意識す
ると職員間で共通理解を深めながら
連携し、子どもたちの健全な成長を保
証できる安全な保育環境づくりに努
めていきたいと思います。 

社 会 と つ な が る 好 循 環 の 輪 

ポ ン チ セ ぴ り か 

 地域の方々に利用者のことや障がいにつ
いて知ってもらうために行った近隣施設と
の合同交流会について発表しました。利用者
と支援者で結成した「今川一座」の様子を動
画放映に加え「ひげダンス」の実演。会場を
沸かせたパフォーマンスを通じ、取り組みの
意義をお伝えしました。 

東 大 阪 事 業 所 生活支援センターコットン そ ら ま め 作 業 所 

「職員の主体的な働き方」をテーマに、2
名の職員が昨年の取り組みと気付き、次の目
標を発表してもらいました。100 人を前に自
らの想いを語る経験は、それぞれ大きな成長
に繋がったはずです。今後も職員の育成に注
力し、その成果を一人でも多くの利用者の笑
顔へと還元していきます。 

東大阪事業所からは、地域若者サポートス
テーション事業と一体的に取り組んでいる
「東大阪市若者・就職氷河期世代支援事業」
の内容を報告させていただきました。 

この事業により、支援の対象拡大と内容充
足が図られている点を事例も交えて発表し
ました 

 利用者の成長、施設の発展、社会参加を軸
とした活動について発表しました。 

主体的な行動が新たな取引や信頼を生み、
利用者の自信、施設の認知向上、企業の社会
貢献という好循環を確立しました。 

今後もこの支援を継続し、地域社会と共に
さらなる発展を目指します。 

危 険 予 測 の 重 要 性 と 子 ど も た ち の 

笑 顔 で 繋 が る 地 域 交 流 の 輪 職員の成長を原動力に変えて 対象拡大で届ける新たな支援 

つ む ぎ 福 祉 会 の 宝 

対 話 が 変 え る 支 援 の 質 

会 議 か ら 始 ま る チ ー ム の 変 革 

今 川 一 座 の 挑 戦 利 用 者 の 笑 顔 へ 還 元 す る 若 者 と 氷 河 期 世 代 共 に 主 体 性 が 育 む 新 た な 信 頼 


